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第１章: PO 縮環湾曲 π共役化合物の合成4 
	 第 1 章では，分子内タンデムホスファ Friedel–Crafts 反応を経る PO 縮環ナフトアントラ
セン類縁体（DOPNAs）の合成を行った。DOPNAs は，お椀型の構造を採っており，中心
のリン原子が歪んだ四面体になっていた。一方で，三重項励起エネルギーの値が，リン光
有機 EL 素子（PHOLEDs）に一般的に用いられるリン光発光材料である Ir(ppy)3 と電子輸





















第２章: 含 BN グラフェンナノリボンの合成5 
	 第 2 章では，含 BN グラフェンナノリボン（BN-GNR）前駆体として，2 つの 10-ハロア
ントラセン置換基を持つジヒドロジベンゾ[b,e][1,4]アザボリンを設計し，分子内ボラ
Friedel–Crafts 反応を用いることで合成を達成した。次に，金基板上での表面支援反応によ








第３章: ヘテロ原子を中心に有する 4,8,12-トリアザトリアンギュレンの divergent 合成6 





励起一重項状態（S1）と励起三重項状態（T1）のエネルギー差は 0.21 eV と小さな値を示し
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A: X1 = N, X2 = B, X3 = B, X4 = N
B: X1 = N, X2 = B, X3 = N, X4 = B























X = B, P, SiMe
 3 
第４章: 含 B2N2 コランニュレンの合成7 
	 第 4 章では，BN ドープされたフラーレンの部分構造に相当する含 B2N2 コランニュレン
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